
加賀百万石の城下町 金沢  兼六園の象徴 微軫（ことじ）灯籠

金沢駅前 石川県立音楽堂のエントランス

　
　
　 

 

は
山
梨
県
韮
崎
市
に
畑
を
持
ち
、

　
　
　 

 

東
京
の
家
と
往
復
す
る
日
々
で

あ　
　
　 

 

る
。
か
れ
こ
れ
十
三
年
に
な
る
。

富
士
山
や
南
ア
ル
プ
ス
が
眺
望
で
き
る
畑

は
三
百
坪
ほ
ど
で
、
梅
の
木
が
十
一
本
、

桃
や
山
椒
の
木
も
あ
る
。
畑
で
は
季
節
の

野
菜
の
ほ
と
ん
ど
を
作
っ
て
い
る
。
完
全

無
農
薬
で
除
草
剤
も
使
わ
な
い
か
ら
虫
も

た
く
さ
ん
い
る
し
、
夏
場
は
雑
草
と
の
戦

い
だ
。
夫
と
二
人
、
す
べ
て
手
作
業
の
畑

仕
事
で
あ
る
。
「
あ

な
た
が
な
ぜ
農
業

を
？
」
と
よ
く
聞
か

れ
る
の
だ
が
、
考
え

て
み
る
と
、
絵
描
き

だ
っ
た
私
の
父
は
自

宅
の
庭
で
本
格
的
な

農
業
を
し
て
い
た
の
だ
。
生
ご
み
を
堆
肥

に
替
え
、
土
作
り
を
し
、
ダ
リ
ア
や
水
仙

の
花
を
立
派
に
咲
か
せ
て
い
た
。
ふ
る
さ

と
兵
庫
県
の
芦
屋
市
は
、
神
戸
や
大
阪
、

京
都
に
も
近
く
、
山
や
海
が
近
く
、
ま
た

町
中
を
芦
屋
川
が
流
れ
て
い
て
、
緑
豊
か

な
ゆ
っ
た
り
と
し
た
町
で
あ
る
。
学
校
の

帰
り
に
川
へ
入
り
魚
と
遊
ん
だ
り
、
父
と

山
へ
ス
ケ
ッ
チ
に
も
出
か
け
た
。
お
そ
ら

く
幼
い
頃
の
体
験
が
、
今
私
に
田
舎
ぐ
ら

し
を
さ
せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
山
梨
で
の
暮
し
は
自
然
相
手
な
の
で
か

な
り
体
力
が
い
る
。
春
に
な
る
と
、
ま
ず

畑
を
三
ツ
叉
の
鍬
で
耕
し
、
堆
肥
や
枯
葉

を
い
っ
ぱ
い
入
れ
、
野
菜
達
が
す
く
す
く

育
つ
よ
う
ふ
か
ふ
か
の
寝
床
を
用
意
す
る
。

最
初
は
鍬
を
持
つ
手
に
も
力
が
入
り
、
体

中
の
筋
肉
が
痛
く
て
困
っ
た
も
の
だ
。
マ

ッサージ代が随分かかり、最初で きた大根はとても高いものについて

しまった。また夏の農作業は、二 時間も畑にいるとバケツで水をかぶ

ったほど汗をかく。虫よけのため 完全武装をしているからだ。それで

も近くに温泉がたくさんあるので、 お湯に入り筋肉をほぐし、畑から穫

れたての野菜をバリバリいただく と、あー生きているんだという実感

がわいてくる。夏は、日中暑くても夜は涼しく冷房のお世話にならず、毛布をかけてぐ

っすり眠る。都会のヒートアイランドからみると別世界だ。もちろん都会には田舎では

得られない便利さがあり、それはそれで魅力がある。しかし都会ではどうしても得られ

ないものが田舎にはあるのだ。

　ところで、二十一世紀は災害の世紀とも言われている。実際、世界中で地震や水害、

かんばつなどが起きている。私のふるさとを襲った阪神淡路大震災の事も記憶に新しい。

実家も被災し、家は半壊した。東京にいた私に母

から「とにかく生きているから。」と短い電話が

あった。戦前に建てられた木造の古い実家は必死

で持ちこたえ、半壊ですんだのだ。あとで母が

「庭の樹木が家を護ってくれた。」と言った。幼

い頃よく木登りをした桐の木やいちょうの木など

などが、しっかりと根をおろし家を護ってくれた

のかもしれない。今、何事もなかったように復興した町並みを見るにつけ、当時の

事を思い出すと胸がつまる。

　山梨の人達とも、もし地震が起きたらという事を話しあった。私の畑のある韮崎

市の山間の小さな地区では、皆声をそろえて「生命があれば、どうやってでも生き

ていく。」とさらっと話す。皆、水はどこにあるか知っているし、共同の炭焼き小

屋では今でも炭を焼いて使っている。皆農家だから食物には困らない。第一、地域

の人達は家族のようで、いまだに助け合いの精神が生きているのだ。そういえば阪

神淡路大震災の時も一番早く地力で立ち上がったのは淡路島南淡町の人達だったと

記憶している。農村の強みというか、皆が結束して生き埋めの人をすべて助けだし、

いち早く炊き出しを自分達で始めたのだ。これも自然と共に皆が協力し力強く生き

ている田舎ならではの良さであると思う。

　都会と田舎を往復する私達夫婦は、二十一世紀の都会はもう少しゆとりのあるま

ちづくりがなされてほしいと思う。自然との会話が少ない都会での暮しでは、ただ

便利便利と日々をすごしているが、人の生命を護るには大変不便な暮しをしている

のではないかと思う。今、求められているのは、そこに暮す一人一人が地域を知り、
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が
都
市
論

白く明るい街並みに甦った モンマルトル界隈　パリ

　
　
　 

と
緑
が
あ
る
こ
と
が
都
市
が
生
ま

　
　
　 

れ
る
条
件
で
は
あ
っ
て
も
、
都
市

　
　
　 
は
人
間
が
営
々
と
つ
く
り
あ
げ
て

き
た
巨
大
な
人
工
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
太
陽
は
も
と
よ
り
、
太
陽
が
あ

っ
て
生
ま
れ
た
地
球
上
の
自
然
も
未
来
永

劫
で
は
な
く
、
何
億
年
の
歳
月
を
か
け
て

移
り
変
わ
っ
て
い
く
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ

の
な
か
で
つ
く
ら
れ
た
都
市
が
永
遠
性
を

持
つ
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
い
え

ば
生
物
の
種
は
、
発
展
を
続
け
れ
ば
続
け

る
ほ
ど
存
続
が
困
難
と
な
り
、
遂
に
は
滅

亡
す
る
と
い
う
。
人
権
が
尊
重
さ
れ
医
療

が
進
歩
し
、
そ
の
結
果
、
近
々
85
億
人
に

達
し
よ
う
と
す
る
人
類
は
永
遠
性
を
自
ら

の
知
恵
で
失
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
が
い
ま
生

き
る
都
市
は
い
つ
か
滅
び
廃
虚
に
な
る
だ

ろ
う
。
世
の
中
の
風
潮
か
ら
み
て
、
こ
ん

な
と
ん
で
も
な
い
悲
観
論
を
あ
え
て
持
ち

出
す
の
も
ぼ
く
の
原
体
験
に
よ
っ
て
い
る
。

　
戦
時
に
中
学
生
だ
っ
た
ぼ
く
は
東
京
大

空
襲
の
夜
、
地
上
の
赤
い
炎
を
翼
に
反
射

し
て
き
ら
き
ら
と
輝
か
せ
な
が
ら
悠
然
と

飛
ぶ
B
29
の
光
景
に
感
動
し
、
翌
朝
、
眺
め

わ
た
す
限
り
の
焦
土
の
姿
に
、
比
べ
も
の

の
な
い
美
し
さ
を
感
じ

た
の
で
あ
る
。
な
に
ひ

と
つ
な
い
、
か
つ
て
繁

栄
し
た
都
市
の
滅
亡
の

あ
と
の
茫
漠
た
る
地
平

｜
。
そ
う
い
え
ば
ロ
ー

マ
も
ア
テ
ネ
も
廃
虚
が

美
し
い
。
ぼ
く
は
世
界

の
都
市
の
姿
で
最
も
美

し
い
の
は
、
地
球
が
滅

ん
で
5
0
0
0
年
た
っ

た
後
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
は
な
い
か
と
夢
想
し

ている。もっともそれを見ることはできないが。

　1960年代、フランスの文化相アンドレ・マルローが提唱して実践されたのがパリ

の化粧直し作戦である。数百年の歳月が生み出した煤んだ灰色の建物群、それは日

本人憧れのパリの街の色合いであったが、きれいさっぱり建築当初の明るい色の街

並みが蘇った。いま日本では古い建物こそが貴重とされている。昔ながらの街並み

を守ろうという動きも活発である。あまりにも急速に、あまりにも多くの街が、経

済性追求の もとに壊され消滅しただけに、それへの哀惜や

行動を否定 はできない。このぼくもバブルの崩壊でさまざ

まな事業が 止まった時は快哉を叫んだものである。しかし

単に歴史の ある街、古い街がそれだけでいいのかとなると

大いに疑問であって、かつて
”
金沢の街をどう思います

か
“
という問いに対して、美しい街、情趣のある街、

という当然期待された答えを裏切り、汚い街です、といって質問者を慌てさせた。

金沢には卯辰山があり浅野川が流れ、兼六園や武家屋敷があって、点として、また

線としては美しい。しかしそれ以外は戦災を受けなかっただけにただ雑然とした街

が広がっているのだ。

　とはいっても金沢はいい街である。なぜか。歴史と文化と伝統がこれだけ活かさ

れている街はない。江戸期加賀藩は、徳川を怖れてひたすら文化を醸成した。閉ざ

された冬という気候もあって、百工比照といわれるさまざまな工芸を興し、能は武

家だけでなく町民のたしなみとなり、百万石という財政の豊かさも加わって、地域

として自立しながら、都市の誇りを際立たせてきた街である。いまでいう地方分権

は江戸期に確立されていたが、金沢はその典型ともいえるだろう。とくに戦後は目ぼしい産業もなく高

度成長にも取り残された結果、金沢の都市文化はいっそう熟成した。

　ぼくがオーケストラ・アンサンブル金沢をはじめたとき、三年後に専用ホールをという話が十数年た

ち、先年完成した石川県立音楽堂は日本一といいたいほどの見事なホールである。洋楽と邦楽二つのホ

ールがあるだけでなく、専属のオーケストラを持つ我が国唯一のホールなのだ。人間はあらゆる生き物

のなかで遊びを楽しむ唯一の生き物であって、この遊びの大切さ、いわば文化というものの価値をこの

街はよくわきまえている。さらにこのホールを金沢駅至近に置くことで、その魅力によって広域からも

人を集めるという、したたかな都市戦略もすすめて成果を上げているのである。引き続いてこの秋、香

林坊地区には金沢21世紀美術館が開館し、二つの中核施設によって都心が二眼レフ構造となり、街に深

みが加わった。

　いずれ滅びるものの、都市の文化こそ、今を生きるわれわれの喜びではないだろうか。
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震災復興事業でおしゃれな街並みが蘇生 芦屋中央地区

六甲の山並みと松並木が美しい芦屋川畔

すべて手作業  無農薬の野菜づくり
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